
静岡県薬剤師会の行事開催のガイドライン R02.05.14 

 

○本会主催の会議・研修会等の可否の判断について。 

当面は本会主催の会議・研修会等の開催の可否は次の「一般的な感染予防対

策」の徹底ができるか否かにより判断する。また、会議・研修会等の開催をす

る場合には「開催時の留意事項」に留意する。 

 

○適用時期（案）：静岡県における緊急事態宣言解除後から当面の間 

 

１ 一般的な感染予防対策 

・会場入り口に手指消毒剤を用意し入室時の手指消毒の徹底を行うことがで

きる。（必要に応じてマスクも配置する。） 

・受付時等の混雑を出来る限り緩和することができる。 

・受講者と受講者の距離を２～１メートル程度あけるなど、人の密度を減らす

会場の広さが確保できる。（会場の収容定員により、必要に応じて参加者を

縮小する。） 

・座席指定又は参加者が座った場所がわかる配席ができる。（万が一参加者に

感染者がいたことが判明した場合に疫学調査をやり易くするため） 

・休憩時等適時適切に換気を行うことができる。 



２ 開催時の留意事項 

・開催案内にマスク着用や発熱等風邪の症状がある場合の参加自粛等の参加

時の注意事項を記載する。 

・係員等はマスクを着用し、手洗いを励行する。 

・会場入り口に手洗いの励行、マスクの着用（咳エチケット）を呼びかける掲

示を行う。 

・研修会等の開始前に手洗いの励行、マスクの着用（咳エチケット）等一般的

な感染予防方法をアナウンスする。 

・県薬剤師会館を利用する場合には、健康な人には階段利用を呼び掛ける。

（エレベーターは必要な人以外使用しない。） 

 

（その他） 

・不特定多数の集まる講演会等は当面中止する。 

・SGD 等向かい合って行う形式での会議は行わない。（原則として、スクー

ル形式で行う。ただし、お互いの距離を２メートル（最低１メートル）あけ

るなど距離がとれるロの字形式の会議は可能とする。） 

・懇親会及び会議後の飲食店等での会食は自粛する。 

 

  



 

 


